






「要約」

平成 6年度のリサーチクェスチョンは,

1)妊婦本人及び夫の禁煙を成功させるために,キャンペーン以外の方法で何か良法はない

か。

2)妊婦のアルコール,カフェインの摂取は,生まれてくる子にどのような影響を及ぼすか。

3)妊婦体操、妊婦水泳、胎教の母児に対するメリット,デメリットは何か。

であった。

なお平成 4,5 年度には,航空機その他の乗り物に乗ることの妊産婦の健康に対する影響は

どうか,がリサーチクェスチョンに加わっており,以上を総合して班研究の作業が行われた。

平成 6年度分の検討結果を要約すると、

1)妊婦の受動喫煙関係:妊娠中の受動喫煙は全妊婦の 60.7%に達し、喫煙者(同居喫煙者,

職場喫煙者)の喫煙態度が妊婦に対して十分配慮されていない場合,あるいは換気が十分配

慮されていない場合は,受動喫煙妊婦の尿中コチニン量,毛髪コチニン量が能動喫煙妊婦の

それに相当する高濃度に達し,胎児の発育・予後に影響を及ぼすことを明らかにした。対

策としては,妊婦にコチニン測定値を示し実感を持って対応に取り組ませ,また,喫煙夫に

対しては「個別指導プログラム」,「グループ指導プログラム」,「セルフヘルププログラ

ム」の 3プログラムを用いて禁煙成果を挙げた。

2)妊婦のアルコール,カフェイン摂取関係:女性の飲酒率は 60%.妊婦の飲酒率は 5%程度と

される。妊婦が多量のアルコールを摂取すると,胎児性アルコール症候群その他の異常の

発生を見ることが報告されている。しかし妊婦の摂取アルコール量と胎児異常の相関は必

ずしも明瞭でない。米国医師会の警告(1984 年)によると,妊婦は 1日ビール約 3.4 本(1 本

633ml に換算),ワイン約 0.76～1.25 本(1 本 700m1 に換算)を飲用すると死産率・流産率が

高まるとされる。

妊婦のカフェイン摂取の危険性についての統一見解は見当たらなかった。

3)妊婦のスポーツ関係:妊婦のスポーツは運動不足の解消,肥満の予防,気分転換,体力の維

持,持久力の獲得などの効果があり,分娩に向けての心身の調整としても好ましく,また高

血圧など妊娠中毒症の発症予防に効果があった。妊婦の陸上でのスポーツにおける運動量

は,最大酸素摂取量の 70%以下、母体心拍数 150bpm 以下とすることが望ましいと考えられ

た。妊婦水泳は室岡らのプログラムに準じて実施されている場合特に問題はなく,今日ま

で多数の経験が積まれているが障害の報告に接しない。しかし,長時間の連続的水泳は胎

児に徐脈を認めることがあるので最大持続水泳距離は 25m 以下が望ましいこと,いわゆる

「水中座禅」の持続時間は 30～40 秒程度とし反復実施する場合は 40～60 秒の間隔をあけ

ることが望ましいこと,妊娠後期の平泳ぎは恥骨結合離開や,膝・足関節障害の危険がある



ので注意を要すること,などを付言することとした。

4)妊婦と胎教関係:8 箇所の胎教的カリキュラムを取り入れている学習グループ,マタニテ

ィーブループの実施概要を検討したが,英才教育としての胎教指導は行わず,母親としての

心構え,子供(胎児を含め)との絆を深める意味での胎教指導が主要とされているように見

受けられた。しかしながら,様々な趣旨で胎教が行われている施設も聞き及ぶので,今後更

なる検討が必要と考えられた。


